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撮影者のプロフィール

今月の表紙

中島勝美氏

1951年伊丹市生まれ。
大学卒業後、現在まで植木の販売に携わる。
1992年６月、伊丹ロータリークラブ入会
2010-11年度　伊丹ロータリークラブ会長

東北フラワージェット
「東北フラワージェット」（ボーイング737-800）は、全
日本空輸株式会社（ANA）の特別塗装機の一つで、「震災
を風化させない」「東北の“元気と感謝”を全国に届けた
い」をコンセプトにデザインされ、2016年５月14日の
ANA1695便（伊丹～福島）での初就航から、2021年４月
20日ANA1730便（宮古発～沖縄/那覇）まで約５年間運航
されました。
東北に咲く「強く・美しく・まっすぐな」17種類の花、
リュウキンカ、ハス、アルストロメリア、キンギョソウ、
オトメユリ、ヤマハギ、ヤブツバキ、ヒマワリ、ノコンギク、
ユキヤナギ、サギソウ、ストック、バラ、カーネーション、
ダリア、ガーベラ、ハナカツミを機体左右に描いています。
この写真は2021年３月18日午後８時頃、千里川土手にて
撮影したものです。

本年度の表紙
2021-22年度表紙は、伊丹市の風景や歴史、文化、産業
等々を多様な側面から紹介する予定です。伊丹市の持つ
魅力や意外性を少しでも感じていただけたら幸いです。
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ロータリーの中核的価値観
今日の世界は、1905年の世界と同じでありませ
ん。人口動態が変わり、変化のスピードが加速
し、テクノロジーによってつながりや奉仕の新た
な機会が生み出されています。不変なのは、ロー
タリーを定義づける下記の価値観に対するニーズ
です。
親睦、高潔性、多様性、奉仕、リーダーシップ
過去を敬い、未来を見据えながら、私たちは進化
を遂げ、ロータリーを時代に即した組織とするだ
けでなく、繁栄させることができます。

ROTARY’S CORE VALUES
The world today is not the same as it was when 
Rotary was founded in 1905. Demographics have 
shifted, the pace of change has accelerated, and 
technology has created new opportunities for 
connection and service. What hasn’t changed is a 
need for the values that define Rotary:
FELLOWSHIP, INTEGRITY, DIVERSITY, 

SERVICE, LEADERSHIP
By honoring our past and embracing our future, 
we can evolve and keep Rotary not only relevant, 
but thriving.
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会長・幹事の皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　吉　岡　博　忠　（伊丹）

日ごとに暖かさが増し　雪残る地域も　まもな
く「山笑う」を楽しめる季節となりました。

会長・幹事様にはお変わりなくご健勝でご活
躍のこととお慶び申し上げます。

ロータリアンの力とつながり
月信８号では、PHD協会・ナンミミさんの

母国ミャンマーの平和への思いをご紹介いたし
ました。私たちは「平和」について考える機会
があまりに少ないため、アフガニスタンの情報
をご紹介させていただきます。

先日、ネパールの友人・Udaya Galtaula氏
（カトマンズ西クラブRID3292）より、伊丹ク
ラブ・オンライン例会にメイク・アップ希望の
メッセージが届きました。１月20日伊丹クラブ
例会にご夫妻で出席していただき、お二人より
ス ピ ー チ を し て い た だ き ま し た 。 U d a y a 
Galtaula氏はRID3292カトマンズ西クラブ所
属、奥様のShibani Basnetさんは、ネパール外務
大臣秘書です。お二人のスピーチは驚くべき内
容でした。

まず奥様のスピーチ要旨は、『１月16日、
チャーター便によりネパール史上初めて、女性
二人でアフガニスタン・カブールへ日帰りのフ
ライトで人道支援物資約10トン（医薬品、衣
類、家庭用品等）を届けました。現地ではタリ
バンから大歓迎を受け、無事このミッションを
完遂することができました。アフガニスタンで
の人道支援ミッションを実現する素晴らしい機
会を与えてくれたロータリーの友人たちと、達
成に導いてくれた外務大臣Dr. Narayan Khadka
氏に深く感謝しています。またロータリアンの
人類への奉仕の精神を通じて、この歴史的な使

命の準備と遂行に私を動機づけ、最も貴重な道
徳的支援を与えてくれた素晴らしい夫Udaya 
Galtauraに感謝します』というものです。ロー
タリアンの力とつながりの原点・家族との深い
つながりを感じます。

次に、Udaya Galtaula氏のスピーチ要旨です。
『私は妻が乗った飛行機がレーダーから消え、
墜落したのかと大変心配しましたが、カブール
着陸直後、妻から連絡があり安心しました。こ
れは米軍のテロ対策で撃墜を防ぐための措置で
した。今回のアフガニスタン人道支援ミッショ
ンは、ロータリアンとして世界各地の平和構築
活動を支援するためサポートさせていただきま
した。当クラブでは、ネパールの平和構築プロ
ジェクトや奉仕プロジェクトを通して、紛争や
対立の課題に取り組んでいます。日本のロータ
リークラブとの共同プロジェクトを期待してい
ます』というものです。

昨年８月、アフガニスタン政府崩壊後、ロー
タリーのポリオ根絶プログラムがどのように推
移するか危惧されていました。当時、世界での
発症数は、パキスタンに１人、アフガニスタン
に１人でした。アフガニスタンのロータリアン
は僅か35名で、私たちは当時のタリバンの政治
姿勢から、ポリオ根絶プログラムはアフガニス
タンで頓挫するのではないかと大いに危惧して
おりました。しかし彼らの勇気と忍耐力でタリ
バンとの交渉により、今では新しい指導者と協
力しポリオ根絶プログラムを推進しています。

同じくアフガニスタン政変に関して、１月20
日RI初の女性会長に就任するジェニファー・
ジョーンズ会長エレクト氏（カナダ）は、

2022-23年度テーマ「IMAGINE ROTARY」―
大きな夢をかなえたロータリーを想像して ―
を発表しました。スピーチで、ロータリーの力
とつながりを生かした自身の体験から、『昨
年、アフガニスタンからの米軍撤退が進む中、
一人の会員から若いアフガニスタン人の平和活
動家を国外退去させるために力を貸してほしい
と頼まれました。数年前に出会った元ロータ
リー平和フェローに連絡。１日も経たないうち
に、その活動家は退避者リストに加えられ、間
もなくヨーロッパ行きの飛行機に乗ることがで
きました』

私たち2680地区のロータリアンも世界の紛
争・暴力の連鎖に、あらためて目を向ける時で
はないでしょうか。

私たちロータリアンの仲間は正に「人材の宝
庫」です。その入口であるクラブ例会から、
IM、地区大会、国際大会へと続き、世界の
ロータリアンとつながっています。全てのロー
タリアンはこの世界の学びの場まで出席できる
権利を持っています。この大きな「親睦」と
「学び」の場を、皆さま共々存分に活かしたい
と存じます。

「規定審議会」について
今年は３年に１度の「規定審議会」が開催さ

れる年となります。規定審議会は、ロータリー
の組織規定文書を改定する統治機関で、制定案
を審議し投票します。各地区は規定審議会に
１名の代表議員（当地区は滝澤功治PDG）を派
遣します。制定案は、RIの組織規定（RI定款、
RI細則、標準ロータリークラブ定款）の改正を
求める立法案です。すべてのクラブと地区が制
定案を提出できます。

特に今年はSRF（Shaping Rotary Future）
に関係する制定案が、RI理事会から提出されま
す。SRFは国際ロータリー創立以来、初めての
組織改革となります。昨年、ガバナー公式訪問
「会長・幹事懇談会」で概略のみをご説明させ
ていただきました。

規定審議会は、全世界のロータリアンの共有
財産であるロータリーを高めていくために衆知

を集めて審議する場であります。これを無関心
に放置すれば、ロータリー運動が弱体化するか
も知れませんし、自らの本質を見失う可能性も
あります。規定審議会には、いつも多種多様な
議案があります。ロータリーを高める提案もあ
れば、ロータリーの本質を崩すような議案もあ
ります。様々な提案があること自体は、歴史上
多種多様な思考の混在が見られる以上、当然の
ことであると考えます。それがロータリーの
ロータリーたる所以でもあります。私たちロー
タリアンは、規定審議会を正しく運用するため
に、ロータリーを高めるための議案を提出する
よう心を砕くべきであると思います。それがや
がては、全世界のロータリアンの共有財産とし
てのロータリーを高めることになると考えま
す。５月に地区「説明会」を開催する予定をし
ています。会長・幹事様にはご出席賜りますよ
うお願いいたします。

今年の規定審議会で、ロータリーを高めるた
めの多くの良質な提案が採択されることを念願
しております。
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多種多様な思考の混在が見られる以上、当然の
ことであると考えます。それがロータリーの
ロータリーたる所以でもあります。私たちロー
タリアンは、規定審議会を正しく運用するため
に、ロータリーを高めるための議案を提出する
よう心を砕くべきであると思います。それがや
がては、全世界のロータリアンの共有財産とし
てのロータリーを高めることになると考えま
す。５月に地区「説明会」を開催する予定をし
ています。会長・幹事様にはご出席賜りますよ
うお願いいたします。

今年の規定審議会で、ロータリーを高めるた
めの多くの良質な提案が採択されることを念願
しております。

ネパールから人道支援物資を送った女性二人
（左手前が奥様）
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職業奉仕セミナー

2590地区川崎西ロータリークラブ　高良明パ

ストガバナーを講師にお迎えして“職業奉仕を

経営、人生に生かす”との表題でセミナーを開

催しました。約120名ものご参加をいただきあ

りがとうございました。　

ロータリーには、私もロータリーに入れて欲

しい、あの人と一緒に勉強したいと人が集まっ

ていた時代がありました。その時代には、職業

奉仕が価値観の中心にありました。いまRIはそ

の魅力の切り札を後ろに置いて人を集めようと

しています。もう一度職業奉仕を高く掲げれば

ロータリー運動がまた一段と力を増すのではな

いか。そして一人でも職業奉仕に関心を持つ人

が増えてほしい、クラブ内でも職業奉仕の見直

しが始まって欲しい。そのような願いをもって

開催したセミナーでした。

講師は公認会計士であり、税理士、コンサル

タントでもあります。ロータリーの奉仕の理念

を生かす実践の書「凡太の奉仕経営物語」の著

書もあります。お話も多岐にわたり実践的でし

た。幸せな人生とは何か。それを実現するため

に職業奉仕をいかに経営や人生に生かしていく

かがテーマでした。仕事の意味づけをしっかり

することが幸福感につながることや、経営者の

心のあり方や、やり方、現れ方を「善の循環」

として説かれました。稲盛和夫、松下幸之助、

渋沢栄一や石田梅岩、二宮尊徳、鈴木正三など

も紹介されました。新たな感覚で新鮮で、もっ

ともっと聴きたいと思った２時間でした。

是非とも地区ホームページにアップされるセ

ミナーの動画をご覧ください。その際必要とな

るパスワードと上記書籍の購入方法をクラブ事

務局宛てにメール配信致しますので、どうぞよ

ろしくお願い致します。

職業奉仕副委員長　冨田　博重（柏原）
１月15日（土）◆神戸ポートピアホテル南館地下１階　トパーズ

日ごとに暖かさが増し　雪残る地域も　まもな
く「山笑う」を楽しめる季節となりました。

会長・幹事様にはお変わりなくご健勝でご活
躍のこととお慶び申し上げます。

ロータリアンの力とつながり
月信８号では、PHD協会・ナンミミさんの

母国ミャンマーの平和への思いをご紹介いたし
ました。私たちは「平和」について考える機会
があまりに少ないため、アフガニスタンの情報
をご紹介させていただきます。

先日、ネパールの友人・Udaya Galtaula氏
（カトマンズ西クラブRID3292）より、伊丹ク
ラブ・オンライン例会にメイク・アップ希望の
メッセージが届きました。１月20日伊丹クラブ
例会にご夫妻で出席していただき、お二人より
ス ピ ー チ を し て い た だ き ま し た 。 U d a y a 
Galtaula氏はRID3292カトマンズ西クラブ所
属、奥様のShibani Basnetさんは、ネパール外務
大臣秘書です。お二人のスピーチは驚くべき内
容でした。

まず奥様のスピーチ要旨は、『１月16日、
チャーター便によりネパール史上初めて、女性
二人でアフガニスタン・カブールへ日帰りのフ
ライトで人道支援物資約10トン（医薬品、衣
類、家庭用品等）を届けました。現地ではタリ
バンから大歓迎を受け、無事このミッションを
完遂することができました。アフガニスタンで
の人道支援ミッションを実現する素晴らしい機
会を与えてくれたロータリーの友人たちと、達
成に導いてくれた外務大臣Dr. Narayan Khadka
氏に深く感謝しています。またロータリアンの
人類への奉仕の精神を通じて、この歴史的な使

命の準備と遂行に私を動機づけ、最も貴重な道
徳的支援を与えてくれた素晴らしい夫Udaya 
Galtauraに感謝します』というものです。ロー
タリアンの力とつながりの原点・家族との深い
つながりを感じます。

次に、Udaya Galtaula氏のスピーチ要旨です。
『私は妻が乗った飛行機がレーダーから消え、
墜落したのかと大変心配しましたが、カブール
着陸直後、妻から連絡があり安心しました。こ
れは米軍のテロ対策で撃墜を防ぐための措置で
した。今回のアフガニスタン人道支援ミッショ
ンは、ロータリアンとして世界各地の平和構築
活動を支援するためサポートさせていただきま
した。当クラブでは、ネパールの平和構築プロ
ジェクトや奉仕プロジェクトを通して、紛争や
対立の課題に取り組んでいます。日本のロータ
リークラブとの共同プロジェクトを期待してい
ます』というものです。

昨年８月、アフガニスタン政府崩壊後、ロー
タリーのポリオ根絶プログラムがどのように推
移するか危惧されていました。当時、世界での
発症数は、パキスタンに１人、アフガニスタン
に１人でした。アフガニスタンのロータリアン
は僅か35名で、私たちは当時のタリバンの政治
姿勢から、ポリオ根絶プログラムはアフガニス
タンで頓挫するのではないかと大いに危惧して
おりました。しかし彼らの勇気と忍耐力でタリ
バンとの交渉により、今では新しい指導者と協
力しポリオ根絶プログラムを推進しています。

同じくアフガニスタン政変に関して、１月20
日RI初の女性会長に就任するジェニファー・
ジョーンズ会長エレクト氏（カナダ）は、

2022-23年度テーマ「IMAGINE ROTARY」―
大きな夢をかなえたロータリーを想像して ―
を発表しました。スピーチで、ロータリーの力
とつながりを生かした自身の体験から、『昨
年、アフガニスタンからの米軍撤退が進む中、
一人の会員から若いアフガニスタン人の平和活
動家を国外退去させるために力を貸してほしい
と頼まれました。数年前に出会った元ロータ
リー平和フェローに連絡。１日も経たないうち
に、その活動家は退避者リストに加えられ、間
もなくヨーロッパ行きの飛行機に乗ることがで
きました』

私たち2680地区のロータリアンも世界の紛
争・暴力の連鎖に、あらためて目を向ける時で
はないでしょうか。

私たちロータリアンの仲間は正に「人材の宝
庫」です。その入口であるクラブ例会から、
IM、地区大会、国際大会へと続き、世界の
ロータリアンとつながっています。全てのロー
タリアンはこの世界の学びの場まで出席できる
権利を持っています。この大きな「親睦」と
「学び」の場を、皆さま共々存分に活かしたい
と存じます。

「規定審議会」について
今年は３年に１度の「規定審議会」が開催さ

れる年となります。規定審議会は、ロータリー
の組織規定文書を改定する統治機関で、制定案
を審議し投票します。各地区は規定審議会に
１名の代表議員（当地区は滝澤功治PDG）を派
遣します。制定案は、RIの組織規定（RI定款、
RI細則、標準ロータリークラブ定款）の改正を
求める立法案です。すべてのクラブと地区が制
定案を提出できます。

特に今年はSRF（Shaping Rotary Future）
に関係する制定案が、RI理事会から提出されま
す。SRFは国際ロータリー創立以来、初めての
組織改革となります。昨年、ガバナー公式訪問
「会長・幹事懇談会」で概略のみをご説明させ
ていただきました。

規定審議会は、全世界のロータリアンの共有
財産であるロータリーを高めていくために衆知

を集めて審議する場であります。これを無関心
に放置すれば、ロータリー運動が弱体化するか
も知れませんし、自らの本質を見失う可能性も
あります。規定審議会には、いつも多種多様な
議案があります。ロータリーを高める提案もあ
れば、ロータリーの本質を崩すような議案もあ
ります。様々な提案があること自体は、歴史上
多種多様な思考の混在が見られる以上、当然の
ことであると考えます。それがロータリーの
ロータリーたる所以でもあります。私たちロー
タリアンは、規定審議会を正しく運用するため
に、ロータリーを高めるための議案を提出する
よう心を砕くべきであると思います。それがや
がては、全世界のロータリアンの共有財産とし
てのロータリーを高めることになると考えま
す。５月に地区「説明会」を開催する予定をし
ています。会長・幹事様にはご出席賜りますよ
うお願いいたします。

今年の規定審議会で、ロータリーを高めるた
めの多くの良質な提案が採択されることを念願
しております。

ネパールから人道支援物資を送った女性二人
（左手前が奥様）
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RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）パートⅡ

我が2680地区 第１期RLIパートⅡ研修が、２月
６日(日)午前９時30分より午後５時まで、受講
者24名、地区役員・RLI関係者25名の総勢49名
の参加のもとZoomで開催されました。

・吉岡ガバナー挨拶
「RLIはリーダーシップを養成する為に大事

にしたい手法であります。また、ロータリーの
魅力を深く掘り下げるのに大変有効な手段で、
この手法を通じてロータリーに関する知識と理
解が深まり、尚且つ我々人格形成にも役立つの
で是非身に付けていただきたい。」とご挨拶い
ただきました。
・矢野地区代表ファシリテーター挨拶

「COVID-19感染症により、ロータリー活動
で多々マイナス面がありますが唯一プラス面が
遠方の方とも簡単にアクセスできるZoomを
使ったコミュニケーションツールがある程度身
についてきたことです。今日は丸１日ロータ
リー漬になりますが、よろしくお願いしま
す。」とご挨拶をいただきました。
・全体会終了後

テクニカルコーディネータ―（以下、TC）
によりブレイクアウトルーム（A・B・C）に
振り分けられ、午前に１～２会議、午後に３～
６会議を行いました。パートⅡのセッションと
しては「ロータリーの機会」「効果的なリー
ダーシップ戦略」「会員を勧誘する」「チーム
作りとクラブコミュニケーション」「ロータ
リー財団Ⅱ　目標とする奉仕」「米山記念奨学
事業」という６セッションテーマで研修を進
行しました。

以下、ルーム別の会議内容を記載します。
※DL＝ディスカッションリーダー

・第１会議（10：20～11：05）
Aルーム「ロータリーの機会」
DL　山本章太郎（宝塚中）
Bルーム「効果的なリーダーシップ戦略」
DL　名越　　亮（川西）
Cルーム「会員を勧誘する」
DL　大見　春樹（篠山）

・第２会議（11：20～12：05）
Aルーム「効果的なリーダーシップ戦略」
DL　髙野　克洋（尼崎西）
Bルーム「会員を勧誘する」
DL　天羽　公夫（甲子園）
Cルーム「チーム作りとクラブコミュニケーション」
DL　中野　二郎（姫路南）

・第３会議（13：00～13：45）
Aルーム「会員を勧誘する」
DL　金田庄一郎（神戸東灘）
Bルーム「チーム作りとクラブコミュニケーション」
DL　足立　成人（柏原）
Cルーム「ロータリー財団Ⅱ　目標とする奉仕」
DL　安行　英文（三田）

・第４会議（14：00～14：45）
Aルーム「チーム作りとクラブコミュニケーション」
DL　冨田　　茂（伊丹）
Bルーム「ロータリー財団Ⅱ　目標とする奉仕」
DL　勇　正一郎（尼崎東）
Cルーム「米山記念奨学事業」
DL　徳梅　明彦（あわじ中央）

RLI小委員長　吉住　俊一（柏原）
２月６日（日）◆オンライン

・第５会議（15：00～15：45）
Aルーム「ロータリー財団Ⅱ　目標とする奉仕」
DL　城　　　守（姫路）
Bルーム「米山記念奨学事業」
DL　吉川　　悟（明石北）
Cルーム「ロータリーの機会」
DL　矢坂　誠徳（神戸西）

・第６会議（16：00～16：45）
Aルーム「米山記念奨学事業」
DL　澤村　正夫（神戸垂水）
Bルーム「ロータリーの機会」
DL　矢納　利夫（西脇）
Cルーム「効果的なリーダーシップ戦略」
DL　吉村　秀樹（津名）

・ルーム別会議終了後の全体会議
会議終了後、22名のパートⅡ修了者を委員長

吉住が発表し、続いて中村RLI小委員会アドバ
イザーから、「今日の研修は一国一城の主であ
る皆さんが、ある時は先生になりある時は生徒
になって、議論を深めた有意義な研修できっと
人生のためになったのではないかと思う。ロー
タリーに入会して何年経ってもロータリーの本
質を知らなければロータリーを本当に楽しむこ
とは出来ない。このRLI手法を使った研修をま
だまだ知らない方が多いのでクラブで是非PR

をしていただきたい」と講評いただきました。
最後に西水美恵子著『あなたの中のリーダー

へ』に書かれている、

とい
う言葉を紹介して締めくくられました。

・安行ガバナーノミニー挨拶
安行ガバナーノミニーの閉会挨拶をもって午

後５時に閉会しました。

Zoomでの丸１日と長時間に亘るRLI研修は
初めての試みではありましたが、TCを担って
いただいた山口OM推進小委員長、橋本RLI小
副委員長の導きと、また参加者の皆様のご協力
もあって、大変スムーズに行えました。また、
DLの方は、リアルとはまた違って参加者の意
見を引き出すのに苦心されたと思いますが、素
晴らしい誘導で参加者の皆様から積極的な発言
もありました。

この度、ZoomでのパートⅡ研修を無事に終
える事ができ、今後リアルとオンラインを併用
しながら、RLI研修を推進して行けることが確
認できましたことは大きな成果です。RLI小委
員会といたしましては、引き続き参加者の皆様
にとって参加価値のあるセミナーを目指したい
と存じます。

今後ともクラブ活性化のため、ご参加・ご協
力をお願いし、ご報告とさせていただきます。
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我が2680地区 第１期RLIパートⅡ研修が、２月
６日(日)午前９時30分より午後５時まで、受講
者24名、地区役員・RLI関係者25名の総勢49名
の参加のもとZoomで開催されました。

・吉岡ガバナー挨拶
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で多々マイナス面がありますが唯一プラス面が
遠方の方とも簡単にアクセスできるZoomを
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についてきたことです。今日は丸１日ロータ
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によりブレイクアウトルーム（A・B・C）に
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以下、ルーム別の会議内容を記載します。
※DL＝ディスカッションリーダー

・第１会議（10：20～11：05）
Aルーム「ロータリーの機会」
DL　山本章太郎（宝塚中）
Bルーム「効果的なリーダーシップ戦略」
DL　名越　　亮（川西）
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・ルーム別会議終了後の全体会議
会議終了後、22名のパートⅡ修了者を委員長

吉住が発表し、続いて中村RLI小委員会アドバ
イザーから、「今日の研修は一国一城の主であ
る皆さんが、ある時は先生になりある時は生徒
になって、議論を深めた有意義な研修できっと
人生のためになったのではないかと思う。ロー
タリーに入会して何年経ってもロータリーの本
質を知らなければロータリーを本当に楽しむこ
とは出来ない。このRLI手法を使った研修をま
だまだ知らない方が多いのでクラブで是非PR

をしていただきたい」と講評いただきました。
最後に西水美恵子著『あなたの中のリーダー

へ』に書かれている、

とい
う言葉を紹介して締めくくられました。

・安行ガバナーノミニー挨拶
安行ガバナーノミニーの閉会挨拶をもって午

後５時に閉会しました。

Zoomでの丸１日と長時間に亘るRLI研修は
初めての試みではありましたが、TCを担って
いただいた山口OM推進小委員長、橋本RLI小
副委員長の導きと、また参加者の皆様のご協力
もあって、大変スムーズに行えました。また、
DLの方は、リアルとはまた違って参加者の意
見を引き出すのに苦心されたと思いますが、素
晴らしい誘導で参加者の皆様から積極的な発言
もありました。

この度、ZoomでのパートⅡ研修を無事に終
える事ができ、今後リアルとオンラインを併用
しながら、RLI研修を推進して行けることが確
認できましたことは大きな成果です。RLI小委
員会といたしましては、引き続き参加者の皆様
にとって参加価値のあるセミナーを目指したい
と存じます。

今後ともクラブ活性化のため、ご参加・ご協
力をお願いし、ご報告とさせていただきます。

　　　　　　　　　　～人間、感動なしでは本
 気で動かない。本気で動かぬ人間の組織にビ

  ジョンを追求し続ける変革はありえない～

RLIパートⅡ 全体会議の様子

RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）パートⅡ
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イザーから、「今日の研修は一国一城の主であ
る皆さんが、ある時は先生になりある時は生徒
になって、議論を深めた有意義な研修できっと
人生のためになったのではないかと思う。ロー
タリーに入会して何年経ってもロータリーの本
質を知らなければロータリーを本当に楽しむこ
とは出来ない。このRLI手法を使った研修をま
だまだ知らない方が多いのでクラブで是非PR

をしていただきたい」と講評いただきました。
最後に西水美恵子著『あなたの中のリーダー

へ』に書かれている、

とい
う言葉を紹介して締めくくられました。

・安行ガバナーノミニー挨拶
安行ガバナーノミニーの閉会挨拶をもって午

後５時に閉会しました。

Zoomでの丸１日と長時間に亘るRLI研修は
初めての試みではありましたが、TCを担って
いただいた山口OM推進小委員長、橋本RLI小
副委員長の導きと、また参加者の皆様のご協力
もあって、大変スムーズに行えました。また、
DLの方は、リアルとはまた違って参加者の意
見を引き出すのに苦心されたと思いますが、素
晴らしい誘導で参加者の皆様から積極的な発言
もありました。

この度、ZoomでのパートⅡ研修を無事に終
える事ができ、今後リアルとオンラインを併用
しながら、RLI研修を推進して行けることが確
認できましたことは大きな成果です。RLI小委
員会といたしましては、引き続き参加者の皆様
にとって参加価値のあるセミナーを目指したい
と存じます。

今後ともクラブ活性化のため、ご参加・ご協
力をお願いし、ご報告とさせていただきます。
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クラブ管理運営委員会より

大意

春は何処にと、一日じゅう藜（あかざ）の杖をついて、あちらこちらと歩き続けたが春を探すこと

は出来なかった、疲れた足を引きずって家に帰り庭先の梅の小枝に目がいき手にとってみると、花が

ふくよかに香をはなっていた。

探していた春は私の家にあったのだ。

この詩が言わんとしているところは、道も真理も、悟りも別処にあるのではなく即ち今その足下

に、自身と言う家の中にこそ有ると教えるのである。

しかしながら、まさに外に出て尋ね訪ねて芯から疲れ果ててこそ、見いだされるのであり最初から

見いだされるほど安易なものではないことを知らしめている。

困難な時期があればあるほどに、私たちは嫌気がさし、憂い、時には恨み悩みやるせない空気が充

満するものですが、真摯に取り組めば苦労の成果は必ず見いだされ、私たちのロータリークラブが辛

い時期を過ごした結果今まで普通に行っていた、例会を始め親睦活動、奉仕活動等がいかに貴重であ

り有り難い世界であったかを再認識して、各々のクラブに大いなるものが存在していたことを知りえ

るのではないでしょうか。

三月の春の訪れに、この詩を思いおこしました。

COVID-19禍におけるクラブ運営について その２

クラブ管理運営委員長　矢坂　誠徳（神戸西）

終日尋春不見春　　　終日春を尋ねて春を見ず

杖藜踏破幾重雲　　　藜（あかざ）の杖をつき踏破す幾重の雲

帰来試把梅梢看　　　帰り来足りて試みに梅梢を把りて看れば

春在枝頭已十分　　　春は枝頭に在って已に十分

中国・宋の詩人「載益」の春を探るの詩の一節
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今月の例会開催数
62件の回答

例会の開催方法（20日の直前の例会について）
62件の回答

他クラブからのメイクアップ受け入れ
62件の回答

1回
23.1％

3回
21.5％

2回
53.8％

テーブル配置
62件の回答

お食事について
62件の回答

ロータリーソング斉唱
62件の回答

スクール形式
30.8％

円卓・長机等
の対面式
61.5％

4回
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休会中

なし
20％

あり
76.9％

その他

あり
58.5％

音源のみ
29.2％
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32.3％
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★例会の運営、感染防止対策

例会に関して

そ　の　他

※HYOGOロータリーEクラブは例会がホームページ上で行われるため対象外といたします。　※未回答８クラブ
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�アクリル板設置、換気、ドア開放
�１テーブル４名・蓋付弁当会食
�開始前の深呼吸体操を中止
�食事は持ち帰り弁当に変更
�地域内の感染拡大している為、休会とした
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�広い会場で密を避ける
�１テーブルあたりの着席人数を少なくし卓数を増やす
�感染者数急増のためプログラム変更、短縮
�１月27日からはZoomのみの例会開催に変更
�COVID-19感染症が急拡大してきたため、円卓からスクール形式に変更、食事は黙食

�オンライン配信、出席要請なし（欠席されても欠席扱いとしない）
�ワクチン・抗体検査・PCR検査 実施
�出席の押印は事務局員が対応
�事前連絡のある、会長幹事の表敬訪問のみ可
�夜間の新年祈願例会でしたが、パーテーションの設置・黙食でアルコールの提供はせずに

開催
�メイクアップ受け入れについては事前連絡を協議した上での受け入れとしている

その他

なし
休会中

なし
(オンライン含む)
9.2％

あり(通常通り)
73.8％

お弁当
(持ち帰り含む)
15.4％

食事券等
の配布

■クラブの運営報告　2022年１月の回答結果 ※2022年１月26日現在

※各グラフの少数枠の％は、割愛致します。

なし
12.3％

クラブ管理運営委員会より

大意

春は何処にと、一日じゅう藜（あかざ）の杖をついて、あちらこちらと歩き続けたが春を探すこと

は出来なかった、疲れた足を引きずって家に帰り庭先の梅の小枝に目がいき手にとってみると、花が

ふくよかに香をはなっていた。

探していた春は私の家にあったのだ。

この詩が言わんとしているところは、道も真理も、悟りも別処にあるのではなく即ち今その足下

に、自身と言う家の中にこそ有ると教えるのである。

しかしながら、まさに外に出て尋ね訪ねて芯から疲れ果ててこそ、見いだされるのであり最初から

見いだされるほど安易なものではないことを知らしめている。

困難な時期があればあるほどに、私たちは嫌気がさし、憂い、時には恨み悩みやるせない空気が充

満するものですが、真摯に取り組めば苦労の成果は必ず見いだされ、私たちのロータリークラブが辛

い時期を過ごした結果今まで普通に行っていた、例会を始め親睦活動、奉仕活動等がいかに貴重であ

り有り難い世界であったかを再認識して、各々のクラブに大いなるものが存在していたことを知りえ

るのではないでしょうか。

三月の春の訪れに、この詩を思いおこしました。

COVID-19禍におけるクラブ運営について その２

クラブ管理運営委員長　矢坂　誠徳（神戸西）

終日尋春不見春　　　終日春を尋ねて春を見ず

杖藜踏破幾重雲　　　藜（あかざ）の杖をつき踏破す幾重の雲

帰来試把梅梢看　　　帰り来足りて試みに梅梢を把りて看れば

春在枝頭已十分　　　春は枝頭に在って已に十分

中国・宋の詩人「載益」の春を探るの詩の一節
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東播第２グループIM

2022年２月５日、加古川プラザホテルにて東
播第２グループのIMが開催されました。今回
は計画段階より､「仮に感染拡大の局面であっ
ても、IMはロータリアンの学びの場であるた
め必ず実行する」とのガバナー補佐の明確な方
針の下、懇親会は中止し、式典・講演会のみと
しその様子は来場できない会員への配慮とし
て、YouTubeで同時配信、更に録画でも配信
することとなりました（下記）。
式典においては、当クラブ提唱のグローバル

奨学生橋口綾香さんのメッセージを紹介し、
COVID-19禍でも英国で奮闘努力する姿に勇気
を貰い、講演会においては、RIの掲げる重点項
目「環境問題」として、兵庫県立　人と自然の博
物館館長 中瀬勲氏による「持続可能な地域の
未来」－自然と共生するくらしと社会－と題し
てご講演を頂きました。その中で「地域のくら
しに目を向け、次に繋げていくことがSDGsの
根本である」との言葉が印象的でありました。

IM実行委員長　朝家　修（加古川中央）
２月５日（土）◆加古川プラザホテル

第34回全国ローターアクト研修会　当地区にて開催
～ぜひご参加ください～

ローターアクト委員長　田中　賢一（伊丹）
一昨年のコンペティションを勝ち抜き、
３月26日、３月27日の両日、2680地区で第
34回全国ローターアクト研修会が開催され
ます。
皆様ご存知のとおり、本年から、ロー
ターアクトクラブも国際ロータリーの一員
となり、その意味で、ローターアクトクラ
ブは、我々ロータリークラブと同じ立場と
なりました。今後益々、ローターアクトク
ラブの活動が活発化すると思われます。そ
の記念すべき年度に、当地区で全国のロー
ターアクト並びに関係ロータリアン・ロー
タリーファミリーが一堂に会し、学びと親
睦を通じて、奉仕の可能性を広げる全国
ローターアクト研修会が開催されることは
大変喜ばしいことです。

本年度の研修会のテーマは、「Palette
（パレット）」です。兵庫県の特色を参加
者に紹介しながら、ローターアクトの今後
や国際奉仕を含む奉仕活動のありかたを、
じっくりと考える機会になるように構成さ
れています（プログラムは、クラブにお送
りしているご案内をご覧ください）。
本年度は、COVID-19禍により、会場開
催を断念しオンライン方式で開催せざるを
えなくなりました。しかし、オンラインだ
からこそ実現できるアクセスの良さや双方
向性もあると思います。
ローターアクトクラブ全員一丸となっ
て、有意義な研修会となるよう、鋭意準備
しておりますので、ぜひ多数のロータリア
ンのご参加をお待ち申し上げております。

YouTube配信アドレス
https://www.youtube.com/channel/UCRZjMgM_5PbKHkApMDU4eRQ
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地区補助金（奉仕プロジェクト）報告

▶10月27日（水）
▶相生商工会議所 ３階 大会議室
プロジェクト予算総額：750,000円　地区補助金額：375,000円

「コンピュータは人々の生活の様々な場面で活用されるが、コンピュータを単なる便利な『魔法
の箱』でなく、それがプログラムなどによって動いている事など、その仕組みを知ることにより、
主体的に活用できる様になることが必要であり、これからの社会を生きていく子供たちにとって将
来どのような職業に就くとしても極めて重要になってくる」

この考えのもと、体験会を実施し、キット40台を寄贈する予定でしたがCOVID-19感染拡大によ
り、やむなく体験会は中止となり、10月27日(水)例会時に相生市長、相生教育長同席のもと贈呈式
を行いました。

今後このキットの大いなる活用によ
り、子供たちが考える力の向上に繋が
ると期待しています。
（文責：青少年奉仕委員長　鳴瀬 謙一）

小学校高学年の
プログラミング教育キット寄贈

相生ロータリークラブ

▶11月11日（木）
▶加古川市社会福祉協議会
プロジェクト予算総額：700,000円　地区補助金額：350,000円

COVID-19禍による
生活困窮者支援団体への支援

加古川中央ロータリークラブ

COVID-19禍による生活困窮者に対し支援活動

を行う加古川市社会福祉協議会に、AI搭載サーマ

ルカメラや卓上型自動消毒器他、COVID-19感染

予防備品を寄贈いたしました。社会福祉協議会他

各種福祉団体が所属する加古川市総合福祉会館に

来館する方々のCOVID-19感染予防や、相談員の

方が各家庭を訪問した際のCOVID-19感染予防に

活用されています。

（文責：社会奉仕委員長　藤本 政則）

東播第２グループIM

2022年２月５日、加古川プラザホテルにて東
播第２グループのIMが開催されました。今回
は計画段階より､「仮に感染拡大の局面であっ
ても、IMはロータリアンの学びの場であるた
め必ず実行する」とのガバナー補佐の明確な方
針の下、懇親会は中止し、式典・講演会のみと
しその様子は来場できない会員への配慮とし
て、YouTubeで同時配信、更に録画でも配信
することとなりました（下記）。
式典においては、当クラブ提唱のグローバル

奨学生橋口綾香さんのメッセージを紹介し、
COVID-19禍でも英国で奮闘努力する姿に勇気
を貰い、講演会においては、RIの掲げる重点項
目「環境問題」として、兵庫県立　人と自然の博
物館館長 中瀬勲氏による「持続可能な地域の
未来」－自然と共生するくらしと社会－と題し
てご講演を頂きました。その中で「地域のくら
しに目を向け、次に繋げていくことがSDGsの
根本である」との言葉が印象的でありました。

IM実行委員長　朝家　修（加古川中央）
２月５日（土）◆加古川プラザホテル

第34回全国ローターアクト研修会　当地区にて開催
～ぜひご参加ください～

ローターアクト委員長　田中　賢一（伊丹）
一昨年のコンペティションを勝ち抜き、
３月26日、３月27日の両日、2680地区で第
34回全国ローターアクト研修会が開催され
ます。
皆様ご存知のとおり、本年から、ロー
ターアクトクラブも国際ロータリーの一員
となり、その意味で、ローターアクトクラ
ブは、我々ロータリークラブと同じ立場と
なりました。今後益々、ローターアクトク
ラブの活動が活発化すると思われます。そ
の記念すべき年度に、当地区で全国のロー
ターアクト並びに関係ロータリアン・ロー
タリーファミリーが一堂に会し、学びと親
睦を通じて、奉仕の可能性を広げる全国
ローターアクト研修会が開催されることは
大変喜ばしいことです。

本年度の研修会のテーマは、「Palette
（パレット）」です。兵庫県の特色を参加
者に紹介しながら、ローターアクトの今後
や国際奉仕を含む奉仕活動のありかたを、
じっくりと考える機会になるように構成さ
れています（プログラムは、クラブにお送
りしているご案内をご覧ください）。
本年度は、COVID-19禍により、会場開
催を断念しオンライン方式で開催せざるを
えなくなりました。しかし、オンラインだ
からこそ実現できるアクセスの良さや双方
向性もあると思います。
ローターアクトクラブ全員一丸となっ
て、有意義な研修会となるよう、鋭意準備
しておりますので、ぜひ多数のロータリア
ンのご参加をお待ち申し上げております。

YouTube配信アドレス
https://www.youtube.com/channel/UCRZjMgM_5PbKHkApMDU4eRQ
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Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2022年２月号
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

昨年の２月号コーディネーターニュースに「新型コロナウィルス感染拡大が第３波！緊急事態宣言」と題して書か
せていただきましたが、１年経ってまたもや、日本では第６波がオミクロン株によってもたらされ、年末から20歳・
30歳台を中心に急激に感染者が増え始め各地で「まん延防止等重点措置」を検討しております。

これから３～４週間後に高齢者にも感染者が広がり医療ひっ迫状況に追い込まれていくのではと危惧されます。
メルクの飲み薬が出て、２月にはファイザーの飲み薬が適用されると治療に明るい兆しがありますが、高齢者の
方々に３回目のワクチン接種が終わるのには数か月、４月乃至５月までかかるでしょうから油断せず、感染予防対策
を万全にいたしましょう。

2022年７月からローターアクトクラブ会員が人頭分担金を納入することになっております。人頭分担金の件、地区
の委員会にローターアクターの参加、またロータリー財団への寄付、補助金の使用など、多くの事をロータリアンと
ローターアクターとが交流できる機会を今まで以上に増やし話し合って上記の内容の方向付けが急がれます。もう
しっかり方向付けが済んでいる地区・クラブも多いのでしょうが、国際ロータリーの会員はロータリークラブとロー
ターアクトクラブであるという事に変わったことをロータリアンとローターアクターがしっかり捉えてそれぞれの立場
でロータリー活動していく事が大切でしょう。

もう一点の話題として（以下My ROTARYより）ロータリーは、すべての人と尊厳と尊重をもって接し、あらゆる人
の声に耳が傾けられるようにし、親睦、奉仕、リーダーシップの公平な機会を設けることに力を注いでいます。ロー
タリーの会員は、ロータリーが多様で、公平で、インクルーシブな組織となることを望み、またそうあるべきであると
考えています。ロータリーは、開放的なコミュニケーションを育み、学びあい、支えあうことのできる環境を作りだす
ことに全力を傾けています。国によってロータリーでの体験は異なるかもしれませんが、不平等や偏見を生み出す
力関係、歴史、構造は世界中に存在します。多様性、公平さ、インクルージョンは、世界的に重要な問題です。

国際ロータリー理事会とロータリー財団管理委員会は、多様性、公平さ、インクルージョンの原則を採用し、ロー
タリーはあらゆる言動においてこれらの原則に従うための行動を起こしています。多様で、公平で、インクルーシブ
な組織となることで、ロータリーでの会員の体験がより充実したものとなり、より有意義で効果的な奉仕プロジェク
トの実施が可能となり、ロータリーに参加したいと望む人たちにとって魅力のある開放的・歓迎的な環境を築くこと
につながります。

My ROTARYにあるこのDEI（多様性、公平さ、インクルージョン）を各クラブの中で会員同士がどのような言動
が適切かを話し合いそして行動に移していきましょう。

第２地域ロータリーコーディネーター補佐　松坂 順一（東京葛飾東RC）

オミクロン株が日本中にまん延している中、ロータリー活動にも支障が出ていますが、ロータリアンの皆様には大
変な日々が続いておられることとお察しいたします。我が2760地区でも公共イメージ向上に最適手段であるWFF
（ワールドフード＋ふれ愛フェスタ）を４月に予定しておりますが、開催できるか心配しております。

そんな中で、2760地区では一般の皆様にもロータリー活動を知っていただく手段として「国際ロータリー第2760
地区の活動」と題して小冊子を発行いたしました。この冊子は地区84クラブの活動や地区委員会の活動を一般の
方に紹介するために公共イメージ向上委員会が主となり発行し、各方面にも配りました。この活動はどこの地区で
も行っている活動ではあるかと思いますが、公共イメージ向上委員会が中心となり、実施することに意味があり、
是非各地区においても行っていただきたいと考えています。冊子の内容についてご質問等ございましたら、2760地
区の事務局までお問い合わせいただければと存じます。

第２地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　加藤 陽一（瀬戸RC）

2022年も年始からCOVID-19との闘いが続く
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日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所

第４回ローターアクト地区連絡協議会

RYLAプレカウンセラーミーティング

ガバナー補佐・地区委員長・小委員長協議会

第６回職業奉仕委員会

第５回米山記念奨学委員会

職業奉仕セミナー

第７回RLI小委員会

第４回規定審議委員会

第６回環境の保護小委員会

第６回青少年交換小委員会

2022-23年度青少年交換派遣候補生第３回オリエンテーション

【中止】第５回戦略計画委員会

第８回RLI小委員会

第２回学友委員会

第２回社会奉仕小委員会

神戸三宮東急REIホテル  ローズ

神戸ポートピアホテル  のじぎく

神戸三宮東急REIホテル  ボールルームA

オンライン

レンタルスペースジェム

神戸ポートピアホテル  トパーズ

神戸三宮東急REIホテル  ボールルームA

オンライン

神戸ポートピアホテル  パール

神戸ポートピアホテル  のじぎく

神戸ポートピアホテル  布引・北野

RICO IBERICO KOBE

オンライン

神戸三宮東急REIホテル  ボールルームB・オンライン

神戸ポートピアホテル  パール

10:00～18:00

13:00～17:00

13:30～15:30

17:30～19:00

16:00～18:00

13:00～16:00

13:30～16:00

18:00～

16:00～18:00

10:00～12:00

13:00～16:00

16:45～19:00

17:00～18:30

18:00～20:00

16:00～17:45

8（土）

9（日）

11（火）

15（土）

16（日）

17（月）

22（土）

23（日）

27（木）

28（金）

29（土）

◆１月の地区活動記録

ガバナー事務所からのお知らせ

◆クラブ事務局 移転の件

神戸中ロータリークラブ事務局 住所変更

〒651-0094

兵庫県神戸市中央区琴ノ緒町５丁目３-５  グリーンシャポービル３F  307号室

※電話・FAX番号は変更ございません。

郵送物は転送を依頼しており、当面は以前の住所宛でも郵送可能です。

ご確認をよろしくお願いします。

Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2022年２月号
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

昨年の２月号コーディネーターニュースに「新型コロナウィルス感染拡大が第３波！緊急事態宣言」と題して書か
せていただきましたが、１年経ってまたもや、日本では第６波がオミクロン株によってもたらされ、年末から20歳・
30歳台を中心に急激に感染者が増え始め各地で「まん延防止等重点措置」を検討しております。

これから３～４週間後に高齢者にも感染者が広がり医療ひっ迫状況に追い込まれていくのではと危惧されます。
メルクの飲み薬が出て、２月にはファイザーの飲み薬が適用されると治療に明るい兆しがありますが、高齢者の
方々に３回目のワクチン接種が終わるのには数か月、４月乃至５月までかかるでしょうから油断せず、感染予防対策
を万全にいたしましょう。

2022年７月からローターアクトクラブ会員が人頭分担金を納入することになっております。人頭分担金の件、地区
の委員会にローターアクターの参加、またロータリー財団への寄付、補助金の使用など、多くの事をロータリアンと
ローターアクターとが交流できる機会を今まで以上に増やし話し合って上記の内容の方向付けが急がれます。もう
しっかり方向付けが済んでいる地区・クラブも多いのでしょうが、国際ロータリーの会員はロータリークラブとロー
ターアクトクラブであるという事に変わったことをロータリアンとローターアクターがしっかり捉えてそれぞれの立場
でロータリー活動していく事が大切でしょう。

もう一点の話題として（以下My ROTARYより）ロータリーは、すべての人と尊厳と尊重をもって接し、あらゆる人
の声に耳が傾けられるようにし、親睦、奉仕、リーダーシップの公平な機会を設けることに力を注いでいます。ロー
タリーの会員は、ロータリーが多様で、公平で、インクルーシブな組織となることを望み、またそうあるべきであると
考えています。ロータリーは、開放的なコミュニケーションを育み、学びあい、支えあうことのできる環境を作りだす
ことに全力を傾けています。国によってロータリーでの体験は異なるかもしれませんが、不平等や偏見を生み出す
力関係、歴史、構造は世界中に存在します。多様性、公平さ、インクルージョンは、世界的に重要な問題です。

国際ロータリー理事会とロータリー財団管理委員会は、多様性、公平さ、インクルージョンの原則を採用し、ロー
タリーはあらゆる言動においてこれらの原則に従うための行動を起こしています。多様で、公平で、インクルーシブ
な組織となることで、ロータリーでの会員の体験がより充実したものとなり、より有意義で効果的な奉仕プロジェク
トの実施が可能となり、ロータリーに参加したいと望む人たちにとって魅力のある開放的・歓迎的な環境を築くこと
につながります。

My ROTARYにあるこのDEI（多様性、公平さ、インクルージョン）を各クラブの中で会員同士がどのような言動
が適切かを話し合いそして行動に移していきましょう。

第２地域ロータリーコーディネーター補佐　松坂 順一（東京葛飾東RC）

オミクロン株が日本中にまん延している中、ロータリー活動にも支障が出ていますが、ロータリアンの皆様には大
変な日々が続いておられることとお察しいたします。我が2760地区でも公共イメージ向上に最適手段であるWFF
（ワールドフード＋ふれ愛フェスタ）を４月に予定しておりますが、開催できるか心配しております。

そんな中で、2760地区では一般の皆様にもロータリー活動を知っていただく手段として「国際ロータリー第2760
地区の活動」と題して小冊子を発行いたしました。この冊子は地区84クラブの活動や地区委員会の活動を一般の
方に紹介するために公共イメージ向上委員会が主となり発行し、各方面にも配りました。この活動はどこの地区で
も行っている活動ではあるかと思いますが、公共イメージ向上委員会が中心となり、実施することに意味があり、
是非各地区においても行っていただきたいと考えています。冊子の内容についてご質問等ございましたら、2760地
区の事務局までお問い合わせいただければと存じます。

第２地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　加藤 陽一（瀬戸RC）

2022年も年始からCOVID-19との闘いが続く
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

システム開発・運用・保守
10/25入会

東口　　昇
通信機器販売
2022/2/7入会

小澤　國秀

生　　　野

尼　崎　北 神　戸　南 西　　　脇 神　　　崎

リフォーム業
2022/2/4入会

堀　　朋也

建設請負業
2022/1/1入会

榧谷　宏光

生命保険
8/18入会

菖蒲谷一成

小 野 加 東

自動車教習所
9/29入会

小林　武彦

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（神戸六甲）
伊藤　浄真

（尼崎北）
下境田耕治

（神戸六甲）
山野　　仁

（小野加東）
平尾　博之

米山功労者メジャードナー（17回） 米山功労者メジャードナー（15回） 米山功労者メジャードナー（13回） 米山功労者メジャードナー（11回） 米山功労者（5回）

（小野加東）
増村　道雄

（神戸六甲）
山本　秀憲

（神戸六甲）
東　　國隆

（神戸六甲）
坂部　典生

（神戸六甲）
副　　高朗

米山功労者（4回） 米山功労者（3回）

（尼崎）
柄谷順一郎

（尼崎）
濱本順一郎

（尼崎）
田中　良三

（尼崎）
髙岡　　久

（尼崎）
玉垣　喜三

仏教
2022/1/13入会

寺河　俊紀

（尼崎）
河村　　隆

（龍野）
官野　英彦
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ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

米山功労者（1回）

米山功労者（2回） 米山功労者（1回）

（高砂）
片嶋　純雄

（高砂）
庄司　　治

（高砂）
佐野　敏晴

（高砂青松）
大村　裕史

（尼崎）
入江　恵資

（尼崎）
武田　敏治

（神戸六甲）
山野　　仁

（高砂青松）
村上　則宏

（小野加東）
飯尾　雅人

（龍野）
中村　孝秀

米山功労者（3回） 米山功労者（2回）

（尼崎）
藤井　一成

ご冥福をお祈り申し上げます

故　武内　重治　氏（伊丹）
２月13日　享年71

（尼崎東）
石本　一也

（高砂）
覚野　成広

（高砂）
尾上　喜秀

（高砂）
新井　哲三

（尼崎）
福本　　豊

新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

システム開発・運用・保守
10/25入会

東口　　昇
通信機器販売
2022/2/7入会

小澤　國秀

生　　　野

尼　崎　北 神　戸　南 西　　　脇 神　　　崎

リフォーム業
2022/2/4入会

堀　　朋也

建設請負業
2022/1/1入会

榧谷　宏光

生命保険
8/18入会

菖蒲谷一成

小 野 加 東

自動車教習所
9/29入会

小林　武彦

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（神戸六甲）
伊藤　浄真

（尼崎北）
下境田耕治

（神戸六甲）
山野　　仁

（小野加東）
平尾　博之

米山功労者メジャードナー（17回） 米山功労者メジャードナー（15回） 米山功労者メジャードナー（13回） 米山功労者メジャードナー（11回） 米山功労者（5回）

（小野加東）
増村　道雄

（神戸六甲）
山本　秀憲

（神戸六甲）
東　　國隆

（神戸六甲）
坂部　典生

（神戸六甲）
副　　高朗

米山功労者（4回） 米山功労者（3回）

（尼崎）
柄谷順一郎

（尼崎）
濱本順一郎

（尼崎）
田中　良三

（尼崎）
髙岡　　久

（尼崎）
玉垣　喜三

仏教
2022/1/13入会

寺河　俊紀

（尼崎）
河村　　隆

（龍野）
官野　英彦
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国際ロータリー第2680地区　2022年１月会員数報告

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　　小　計
伊　　　丹
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伊 丹 有 明
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　　小　計
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　　小　計
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◆2022年１月末　 女性会員数………… 120人
◆期 首 か ら の 増 減………………………13人増
◆期首からの女性増減………………………  1人増

◆クラブ数……………………………………　 71RC
◆2021年７月１日　クラブ会員数………2,583人
◆2022年１月末　  クラブ会員数………2,596人
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明　　　石
明　石　東
明　石　北
　　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
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姫 路 中 央
　　小　計
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豊岡円山川
和　田　山
　　小　計
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